
 

  

資料５ 

入札監理小委員会の審議の結果報告 

国有林の間伐事業における入札結果等について 

 

 

１． 入札の経過 

 

国有林の間伐事業については、第７０回官民競争入札等監理委員会（平成

２３年１月３１日）了承の実施要項に基づき、全森林管理局において計１０

箇所を対象に民間競争入札を実施したところ、四国森林管理局（１箇所）に

おいては、初回及び再度入札を行ったものの、いずれも入札価格が予定価格

を上回り、入札不調となった。 

 

２． 林野庁の報告（別添参照） 

 

① 応札者等へのヒアリングの結果、入札不調となった要因はおおむね以下

のとおり。 

・ 四国森林管理局管内は、他局に比べ国有林面積や森林計画区数が少な

く、複数年契約に必要な森林計画期間を残す箇所は、平成 23 年度時点

においては限られ、結果として、一部、作業条件が厳しい箇所（急な

傾斜や岩石地を含む）を対象とせざるを得なかったこと。 

・ 作業条件が厳しい箇所については、時間・労力を要す等の理由から、

民間事業者の応札の躊躇や応札価格に影響を及ぼしたものと考えられ

ること。 

・ 初めての複数年度にわたる事業であり、企画書提案の作成等を勘案し

公告から入札までの期間を長く取ったが、入札時期である 9 月には、

民間事業者は他の間伐事業等を一定確保しており、受注意欲が低下し

たものと考えられること。 

② 今回の作業箇所については、森林整備を着実に進める観点から、単年で

の事業完了が可能となるよう区域、事業内容等に見直した上で、平成 24

年度以降できるだけ早期の発注（一般競争入札）に努めることとしたい。 

 

３． 入札監理小委員会での審議 

 

当該箇所について民間事業者が受託可能な対象区域や業務量等に見直し

た上で、早期に一般競争入札を実施することは、やむを得ないものと判断し

た。 

また、今回の入札結果等を踏まえ、今後の事業実施に当たっては、実施箇

所や入札期間の適切な設定、民間事業者への十分なＰＲに取組むなど、競争

性の確保等に向けた取組を行うことを確認した。 

 

以 上 
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